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原田利一   暖地性薬用 植物の 栽培研究 （第 1報）タ マ ザ キ ツ ヅ ラ フ ヂ の 栽培条件の検討
』

HARADA 　TOSHIKAZU 　On　Cu1亡ivation　of　Medicinal　 Plants　GroWing

throughout 　Neotropical　Floral　Zone ．1．

The 　Effect　of 　 Nutritional　 Condltiens　 oll　the　Alka1〔〕idal　 Colltent　 of

　　　　　　　　Stepha？via ごePJz・a7antJt ・a　 lfayata，

　抗 生 物質セ フ ァ ラ y チ ン を 産出す るタ マ ザ キ ツ ヅ ラ プ ジ 説 θ飾   臨 Cepliarantlefi　Ilayata　t．M ，夫の 自生地が
　　　　　　　　　　　　　の

台湾な る た め
， 従 来我が国で は 主 と して 南伊豆 で 栽培 さ れ，又千 葉 県下等 で 栽培 試鹸 が試 み られ て い る が，曾 つ

て ，筆 者は 台湾 旅行中，台 湾北 部の 土 城 ，薪店間 り 山林中で 之を採集 した の で ， 冬期
．こ 於い て 根を ム 卩 中に 保存

すれ ば，夏季に 於け る温度，湿慶及照光痔間等 は 岐阜市 とい へ ど も台湾 の 北 部 の環境要素 と大輩な い の で ， 施 肥

条 件に 関す る 栽培試験 を試 みた ・

　研究材料は ， 化 研 生薬株式会 社 赤須通美政 の 御好意に よ る もの で ．1（）50年 南伊 豆 に て 栽培 し．1951年 譁 ム ロ か

ら発 堀 した の を 用い た．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実　験 　の 　部

　装置 ： Wagner 氏 ボ ツ トに 酸 及 ア ノL カ リに て 処 fFi．1し．中惟に な る まで 水洗 した精 製砂 約 ］Ol｛9 を充填 し．完 全

区 窒素駆 及 マ グ ネ シ ウ ム 駆 曙 区畷 けナ5

　培養液 ： Li冂 eberry 及 Brukhart 両 氏 が 養分 缺乏 の 研 究に 用 い た培 養液 を 使用 した・そ の 処 方 は 次 の と お り．

完 全 区

Mg 缺 区

N 缺 区

Complese

M9 ：NilN

：Nil．

（備 若）

Ca （NQ3 ）z　　KF 「2PO4

　 　 0．〔〕D弖　　　　　　O．002

　 　 0．  〔〕4　　　　　　0．002

　 　 　 　 　 　 　 　 0．0〔〕2

MgSO4

　 〔，．OD2

｛〕．o〔〕2

CaE　04

0．004

Nau ＄04

0．002

NH4NO3

　 　0．OOユ

　　O．001

　　　　　　　　　　 単 位 モ ル ．pH 　5．6

定植： 195ユ年 7 月 7 眼 存 な幼芽を 2 −3個宛具え る子 根 5 個 を 撰 び，砂 の 表面 よ りの 深 さ約 2・ m 位 に 1 ボ ツ ト

1 塊根宛定植 した．

　管 理 ：
t．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

’
　　　　

』一

（イ） 定植後，活着す る まで は 蒸溜水の みを 与え，
7 月 19日 よ り施肥 け こ・

（ロ ） 培 養 液は 1 週聞毎に 玩 宛 注加 し ，
1 日 1 回乃至 数 回蒸溜水を灌 ぎpII を．

5r6〜6に 保つ た （V ．1［Cl又は

　V ．NaOH 液 で 調 節），

い ） 砂 の 表層に 迅 ・と こ ろ嫉 養夛廁 ・の 養分 が集積す るの で ，3 〜7 日 1コ 回 ぐ ら碗 蒸溜水を ボ ツ ト
ー

椨 ご二

　充礎 した．

（＝ ）

（ホ ）

（へ）

（ト）

ポ ツ トに 大体午前中の み 太 陽 の 照射を受け る よ 51 校舎を バ ッ クに して 東面に 位置せ しめ払
』

』
排水よ きよ う．ポ ッ トは 多少傾藏せ しめた，

雨水は 校舎 の ひ さ して 大休防 ぎ得た．

蔓 の 伸 長 を 助 け るた め ．ガ ラ ス 鰆 を麦 柱 と した，

環臆条件
・
：温度及湿度 （コ カ 肺 」；O 平均働

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 a．m ．10

　　　　　　　　　Temp ．　C＝

7
』
月 July 　 　 ：｝o．r）

8　 月　August　　　　2a5

9　 月　Septembcr　　24・8

Humidity％
　 　 　 90

　 　 　 9鬚

　 　 　 go

　　　 P，m ．2

Tcrnp．　cc　Humidity9 彡

　 呂3．7　　　　　　 BS

　 32．8　　　　　　 93

　 26．9　　　　　　 86

　　 P．M ．6

Temp．　CO　Humidity％
　 31，5　　　　　　91

　 30．6　　　　　　95　．

　 26．3　　　　　　　・｛15　1’

K
岐 阜藥 科大 学 Gifu　College　of 　Pharmacy

　1）　Linebberry　and 　Burldkhart ： Plant　PhysieL　324〜333，1943

（24 ＞
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10　　月　　October 　　　　　　24．O

ll 月 Noveml〕erg 　 玉4．3

　　　　　（備 考 》　1玉月26H 初霜、

5100rO

　　旨  　　　　　　　Fig ．1

　 プ ノL
’

カ y イ ド定量法 ： 根 部粉未 39 に 工 　一一テ ル

30cc，28％ ア ン モ ；一ヤ水 3cc を カrlえ，30分 間 温 浸 ・

後．圧濃 し，勇 二少量の ＝一テル を 以 つ て 浸出器

及濾紙 を 汎い ．洗 液 を濾液 と合 し，之 に 水 3cc を

加 えて 振楹 し ， 水層を 捨 て ，エ ーテル 層を とり ，

焼芒硝 を加 えて ユ凪夜放置 し，濾過 し．少量 の 工

冖テ ル に て 芒硝及鞭紙を洗 い ， 洗液 と濾液を 合 し

て ，水俗上 で エール を濃i去 し， 更に 3 回 工 一テル

各 5Cq を 加 えて は 溜 去 し，ア ン モ ニ ヤ を完全 に 駆

遂 す る．残 僑に ：L 一テ ル 5cc ，永5cc，　N 〆20HC1

5CC を加 え．エーテ ル を 潔去 し ，
メ チ ル レ ッ ドを

指示薬 と して N［／20NaOH 溶液で 滴定づ
丶
る 、総 ア

ル カ ロ イ ド量 は セ ブ ア ラ ソ チ ン C3TH3sNzOfi と し

て 計算 した，

　　　　　　　 実　験 　結 　果

（1 ＞ 蔓 の 成長 及最大葉 の 表面積 は 完 全 区 Mg 缺

　区．N 缺区 と順次不 良 ts　1） ． 又 N 敏 区 の 蔓 は 分

枝す る こ と多 し．（Fig．玉及 Table 　l）

（2 ）
’蟹ヒ

完全 区の み 9 月lg臼よ り開花 し始む．

（3 》、・Mg 缺区の 其は ．2鉢 と も，
9 月 6 日 頃 よ

り下部 り もの か ら黄 化 し始む．

（4 ）　N 缺区の 葉は 灰緑色 を 呈 した り．
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（5 ） 根 の 肥大率は ， 完全 区 最艮に して
，
Mg 敏 区最悪な り・〔Fig　2 及 Table　2），

（6 ） 総 ア ル カ ロ イ ド含量は 完全 区 ，
Mg 缺 区 ，

　 N 缺区 と順次小 とな る。（Table　3）

Tlabe　1．　Nutritional　Effect　on 　the　Growth　of　5∫θρ伽 蛎 σ C θクharantんa

Section

完 全 区

Complete

（Fig．1− C）

Mg 無区

Mg ： Nie

（Fig．1− A ＞

Mg 缺 区

Mg ： Ni1
（Fig．1− B）

」

N 欲 区

N ： N三1

（Fig，1− D ）

’
　 Date

July，
Aug，

〃

〃

〃

Sept．
〃

〃

〃

Oct．

Nov，

007281609063
玉

122

　

　

1
ー

ユ
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　Aug ．

　 〃

　 〃

 
　〃

　Sep．
　 〃

　 〃

　 〃

　 Oct．

　 Nov．

0072816090631

玉
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1112

Stern｝leight
　 　 　 　 　 C鵬

1

　 　 3．0

　 12．5

　 28．5
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　 147．0

　 玉74。0
‘200．0
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N 缺 区

N ； Ni1

（Fig　l− E）
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Table・2．　 Nutritiona1璋 fect　on 士he　Growth　of　the　root 　　g．

Date

July．
Nov ．

7
’
0

　

2

Complte

　 C

22．575

．3

Mg ： Nil

A B

15．033

．0

15．525

．5

N ； Ni1

D a 　 E

33．062

．0

10．0
・30．6

Table　3．　 Alkaloidal　Content（％）of　Roots　affected 　by　Fertilizer　Components

Complete　 C

】．66

Mg ： Ni1 N ： Nil

A B D f
1．16 O．86 O．70

E广

O．45
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S　ummary

　　The　effect　of　nltrogen 　and 　magnesium 　co ロtents　in　the　ferti1三zer 　 upon 　the　 total　 alkaloidal 　 content

of 　the　root 　of 　Stephania　CepharGntha 　was 　observed 　by　the　pot　tests．　A（inimtim　yield　 of　the　alkaloidal

was 　found　i【l　plants　cultivated 　in　the　soil　 llot　containing ロitrogen．

（27 ）
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